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（『
郁
離
子
』）

問
一
傍
線
部
Ⓐ
、
Ⓑ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
を
口
語
訳
せ
よ
。

問
二
傍
線
部
①
、
②
を
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
下
し
文
に
改
め
よ
。

問
三
全
文
を
二
つ
の
段
落
に
分
け
て
、

①
後
段
の
は
じ
め
二
字
を
示
せ
。

②
前
段
、
後
段
そ
れ
ぞ
れ
の
要
旨
を
簡
明
に
示
せ
。

問
四
傍
線
部
Ⓒ
の
「
虎
」
は
一
つ
の
た
と
え
に
な
っ
て
い
る
が
、
何
を
た
と
え
て
い
る
の
か
、
わ
か
り
や
す
く

説
明
せ
よ
。

問
五
傍
線
部
Ⓓ
の
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
理
由
を
わ
か
り
や
す
く
記
せ
。
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